
第49 回大 会〕 被　　服

2Ja-11　　　　SD尺度とファジイ評定尺度による服装に対する評定値の比較

○近 藤信子・　福井典代‥　 藤原 康晴‥

（・中国短大　 ‥ 鳴門教育大）

【目的】これまで，服装に対するイメージや嗜好は「やや」，「かなり」，「非常に」な

どのカテゴリーをもつSD尺度やリッカート尺度を用いて測定されてきた．その場合，評定

者はそれらの尺度のいずれかのカテゴリーで回答することになるが，実際に判定するとき

「やや」と回答するか，「かなり」と回答するか迷うことがある．さらに，これらのカテ

ゴリーそのもの「やや」，「かなり」はあいまいさを含んだ言葉である．したがって，服

装のイメージを測定するとき，尺度上のある一点のカテゴリーで回答を求めるよりも，尺

度上のある区間で回答を求めるほうが評定者がいだいているイメージをより正確に測定す

ることができると考えられる．後者，つまり，判定に幅をもたせた回答法はファジイ評定

法と呼ぱれ，最近，竹村が詳細に検討している．本研究では，服装のイメージをこのファ

ジイ評定法を用いて測定し，従来のSD法による測定結果と比較した.

【方法と結果】20歳前後の女性の街着をファッション雑誌などから50種類収集し，写真複

製によって大きさを統一した．この各服装を「レストランで開かれる親しい友人の誕生

会」で着ることを想定して，「派手／地味」，「ドレッシイ／カジュアル」の観点から判

定（サーストン法）してもらい，それらの中間のものを含む各1種，計6種の服装を提示試

料とした．各服装を「若々しい／大人っぽい」など服装評価の代表的な10尺度を用い, SD

法とファジイ法で（別の判定者によって評定）測定した．その結果, SD 法で測定したとき

の評定平均値は，ファジイ法で測定したときの判断の幅の範囲内になった．しかし，SD法

における標準偏差値の大きさはファジイ法の判断の幅とは対応しないことがわかった．

2Ja －12 身体発達にともなう被服行動の変化
○高部啓子゛ 桐原美保¨　布施谷節子゛
（ 大゙妻女短大，¨大妻多摩高校）

【目的】被服の選択行動やファッション意識に関して、小学校1 年から大学1 年まで

の13年間における平均的な変化状況を明かにし、さらに身休的成長の早熟や晩熟の違
いが選択行動やファッション意識に及ぼす彫響を検討した。
【資料及び研究方法】予備調査を経て、1996年12月に、昭和50年～52年出生の女子短
大生294 名を対象として、小学校1 年から現在までの過去に遡った縦断的資料を、健
店記録カードの記録、木人や家族のnS1;iやアルバム写真をもとに調査した。調査項目

は各年齢ごとの身長と休M 、初潮年齢、並びに各調査年齢時のからだつきの意識や、
色、服種、流行などに関するファッション意識及び被服の選択行動など合計15項目で
ある。身休発違を初潮年齢により早熟、標準、晩熟の3 グループに分け、身体発違の
遅速と被服の選択行動やファッション意識の変化との関連を検討した。解析方法は、
単純集計、クロス集計、分散分析によった。
結果：①ワンピースやキュロットスカート、ショートパンツは小学校高学年から着川
が減り、ズボンが増えてくる。と同時に女の子っぼいものが好まれなくなる。また流
行が気になり始め、黒、グレー、ダーク系などの色を好むようになる。被服の調達を

親がするのは小学生までで、高校生では7,8 割が友人または自分で購入するようにな
る。②早熟グループでは自己のからだつきに対する意識が、他の２グループに比べ、
早くから高まり始め、それにともなってからだの線が目立たない衣服を好んで着るよ
うになるなど、成長の遅速と被服行勁の変化との間には関連が認められた。
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